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四
月
の
メ
モ

　
一
日
新
会
計
年
度

七
日
世
界
保
健
デ
ー

八
日
花
ま
つ
り

十
一
日
　
メ
ー
ト
ル
法
公
布
記
念
日

十五日

　県

議
会
議
員
一
般
選
挙

二
十
日
逓
信
記
念
日

二
十
八
日
村
議
会
議
員
一
般
選
挙

二
十
九
日
　
天
皇
誕
生
日

d診

，

鱒璽．

新
年
度
予
算
き
ま
畜

般
会
計
九
千
百
三
万
二
千
円

　
昭
和
四
十
二
年
度
予
算
は
、
三
月
十
三
日
か
ら
十
七
日
ま
廼
の
五
臼
間
の
会
期
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
江
南
村
第
二
回
臨

　
時
議
会
に
提
拙
さ
れ
、
一
般
会
計
を
は
じ
め
国
罠
健
康
保
険
、
簡
易
水
道
特
別
会
計
の
予
算
が
慎
重
に
蟹
誠
さ
れ
た
結

　
果
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
新
年
度
へ
向
っ
て
の
村
政
運
営
の
姿
勢
が
朋
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。
新
年
度
予
算
は
、
総
額
一
億
二
壬
ハ
百
余
万
円
に
の
ぼ
り
ま
す
が
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
昭
和
四
十
二
年
度
江
南
村
一
般
会
計
　
　
ま
ず
、
あ
く
ま
で
健
全
財
政
を
堅
持
用
水
関
係
、
土
地
改
良
事
業
、
病
害
虫

お
よ
び
国
保
特
別
会
計
、
な
ら
び
に
水
す
る
た
て
ま
え
の
も
と
に
、
地
方
自
治
防
除
計
画
の
樹
立
実
行
。

道
特
別
会
計
予
算
を
編
成
す
る
に
あ
た
法
の
本
旨
に
の
っ
と
り
、
本
村
の
立
地
二
、
人
づ
く
り

り
、
そ
の
基
本
的
な
考
え
方
、
す
な
わ
条
件
を
検
討
し
、
村
民
の
福
祉
向
上
、
　
　
中
・
小
学
校
、
幼
稚
園
な
ど
の
教
育

ち
基
本
方
針
を
次
の
よ
う
に
定
め
て
編
お
よ
び
生
活
の
安
定
を
期
し
、
真
に
地
拡
充
と
社
会
教
育
を
充
実
し
、
教
育
文

成
し
て
お
り
ま
す
。
　
【
予
算
議
会
】
　
　
域
社
会
全
体
の
発
展
向
上
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』

江
南
村
建
設
の
前
提
と
し
位

て
お
り
委
．
　
　
僅

し
か
し
、
国
の
予
算
の

未
了
と
、
県
予
算
が
こ
れ
算

に
関
連
し
て
骨
格
予
算
的
予

風
格
が
強
駿
、
本
轟

算
に
つ
い
て
も
骨
格
予
算
会

編
成
の
線
に
お
ち
つ
け
、
般

次
の
諸
点
に
重
点
を
指
向
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
度

し
、
能
率
的
な
行
政
の
確
年
門

保
を
図
る
こ
と
と
い
た
し
骸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
額

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

を
図
る
こ
と
を
目
途
と
し

譲
嚢
、
雑
醒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
額

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金

0
2
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1
0
2
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7
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1
1
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8
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7
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8
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5
5
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7
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9
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2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

91，032歳出合計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

化の向

上
を
図
り
、
・
地
域
社
A
麟
展
に
四
、
村
民
の
福
阯
向
上
施
策

資する。

　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
昆
生
の
安
定
生
活
の
向
上
塗
図
る
た

三
、
交
通
の
確
保
　
　
　
　
　
　
　
め
、
老
人
福
祉
墓
薬
、
環
境
衛
生
改
善
◎
特
記
事
項

村嚢

襲
工
事
盗
薯
し
て
棄
、
年
象
業
の
拡
充
強
化
藁
し
－
、
箔
誘
下
段
の
露
甦
灘

村道の

新
設
、
改
墨
鑑
栄
の
欄
進
を
図
生
活
の
向
上
を
図
る
。
．
　
　
　
　
　
進
し
輩
川
沿
岸
に
バ
ス
を
運
行
す
る
コ

の
、
交
通
を
確
保
す
る
。
　
　
　
　
　
以
上
四
本
の
主
柱
を
基
と
し
て
、
本
2
、
役
場
敷
地
内
に
母
子
健
康
セ
ン
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
を
建
設
し
村
民
保
健
の
殿
堂
と
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
、
梅
菟
区
圃
場
整
蟹
業
を
前
年

ま
し
た
。

一
、
産
業
の
発
展
施
策

　
農
・
畜
・
蚕
の
増
産
計

画
を
遂
行
し
所
得
増
大
を

図
る
目
的
を
も
っ
て
、
農

業
構
造
改
善
事
業
、
山
王

　
費
費
費
費
費
費
費
費
費
費
金
費

分　
　
　
　
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
出

『
霧
轟
工
奮
育
債
㌔

区　
　
　
　
林

　
議
総
昆
衛
農
商
土
消
教
公
諸
予

昭和

分
　
　
努
0
0
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7
9
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8
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0
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『
鎗

　
　
渇
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沿
汐
且
　
迫
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遡
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…
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
　
税
税
金
料
金
金
入
金
金
入
債
　
　
…
計
・

　
　
　
難
出
護

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合

　
　
　
交
・
・
支
　
付
越
収

　
　
　
方
馨
甕
　
　
天

　
　
村
地
分
使
国
県
財
寄
繰
諸
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歳

㎜
区

歳
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村
の
経
済
的
、
文
化
的
基
盤
を
拡
充
じ
こ
の
費
閑
の
総
額
は
二
千
二
十
八
万
八

い
っ
を
う
の
発
逮
を
期
す
る
考
え
で
す
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム

電気療税

度
に
引
き
続
き
施
行
し
、
陸
稲
地
帯
を

水田

化する。

4
、
国
保
に
お
い
て
尿
族
七
割
給
付
を

引
き
続
き
実
施
し
、
村
民
の
健
康
保
持

増
進
に
努
め
、
罠
生
の
安
定
に
資
す
る

　
な
お
予
算
の
概
数
に
つ
い
て
は
、
別

記
の
通
り
こ
こ
に
公
表
い
た
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
年
ご
と
に

制
度
改
善
さ
れ
、
住
民
の
健
康
、
福
祉

軸鴨

癩
出
1金

　国民健康保険特別会計

虜r入歪額1 琶璽
2，913
20，516
1，904
1，000
　　　　7
1，0QO

L2Z2旦璽

一
陵
金
　
・
出
一

蘇
萎
孟

…
分
馨
嚢
置

｝
難
鍵
合
㎜

｝区㎜
一
〇
4
5
7
8
6

の
　
　
ご
イ
ソ
ラ

β
追
3
β
1

10

H
　
4

　　　歳

区

の
向
上
が
は

　
　
　
　
　
　
　
　
額

から

れ
て
お

り
ま
す
．
　
逼
金

と
く
に
、

昭和四

士
一
計
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
分

年
一
月
一
日
ム
室
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
｝
．

よ
り
家
族
七
別

　
　
　
　
　
　
　
　
蔵

羅
付
が
実
特

施
さ
れ
壱
道

　
　
　
　
　
　
　
　
額

た
の
で
、
本

　
　
　
　
　
水

　
　
　
　
　
　
亙
金

年
度
は
こ
れ

　
　
　
　
　
易

に
と
も
な
う

嚢
給
付
費
簡

　
　
　
　
　
　
　
　
分

が
、
前
年
度

　
　
　
　
　
　
．
歳

　
　
　
　
　
　
一

に
比し

五
百
、
部

　
　
　
　
　
　
　
　
区

八
＋
四
万
円

　
　
　
　
　
南

　
　
　
　
　
　
｝

の
増
額
で
、
　
◎

2，．558
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収
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道
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蒐

　
　
　
　
水
業
債
備

・
出
　
　
　
　
　
易

　
　
　
区

．
歳
　
　
　
　
壇
孚
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0
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金
入
料
金
入

担
収
数
撃
収

担
易
用

分
簡
使
繰
諸

入

1金額
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鯛 購

第
一
圓
臨
時
会
　
　
（
一
月
干
八
日
）
　
助
役
に
選
任
、
地
方
白
藻
の
規
定
に

㎜
◎
昭
和
四
十
年
度
一
艘
会
蹴
決
算
の
認
よ
っ
て
議
会
の
同
意
を
得
た
も
の
雁

㎜
定
　
　
　
　
　
　
　
　
す
．

の㎜
決
算
に
つ
い
て
は
、
広
報
第
四
十
一
◎
収
入
役
の
遅
任

幽
号
で
す
で
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
し
た
　
．
江
南
村
大
字
押
切
の
笠
原
近
氏
を
収

脚
が
、
昭
和
四
十
一
年
九
月
三
十
日
⑳
議
入
役
に
選
任
し
、
議
会
の
同
意
を
得
た

㎜
会
で
保
留
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
も
の
を
も
の
で
す
。

㎜
再
提
出
し
、
認
定
さ
れ
た
も
の
歪
す
。
　
第
二
回
臨
時
会
　
（
三
月
十
三
日
）

㎜
◎
山
王
用
水
土
地
改
良
区
、
坂
井
地
内
◎
議
畏
の
選
任

㎜
基
盤
整
備
事
業
の
実
施
　
　
　
　
　
．
　
前
議
長
の
茂
木
秋
広
氏
が
助
役
に
選

ぼ皿
第
一
回
定
例
会
　
（
二
月
二
十
四
日
）
　
任
さ
れ
た
た
め
、
空
席
と
な
り
ま
む
た

㎜
◎
役
場
課
室
設
置
条
例
の
一
部
改
正
　
の
で
、
新
議
長
と
し
て
水
野
八
郎
氏
が
一

㎜
◎
一
般
職
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

㎜
の
一
部
改
正
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
議
会
議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に

㎜
　
人
事
院
の
勧
告
に
も
と
づ
い
て
国
家
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

ハ㎜
公
務
員
の
給
与
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
の
◎
教
育
委
員
会
委
員
報
酬
及
び
費
用
弁

”
と
固
様
に
、
勧
告
に
し
た
が
っ
て
村
の
償
条
例
の
一
部
改
正

㎜
職
員
の
給
与
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
◎
各
種
委
員
会
の
委
員
構
成
員
の
報
酬

ロ㎜
◎
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与
及
ぴ
勤
及
び
費
用
弁
償
麦
給
に
関
す
る
条
例
の
／

㎜
務
時
間
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
　
　
一
部
改
正

脚

…
　　　　一般職の

給
◎
消
防
団
条
例
の
一
部
改
正

剛

歳出合計

0
0
5
0
6

5
2
0
2
1

1
　
　
9
5

2，611
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使用料・手数料
繰　　越　　金
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歳　；入合計

§
5§

就
任
の
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
は
行
き
過
ぎ
・
ま
た
曲
解
さ
れ
ま
し
す
る
覚
悟
で
す
・
　
　
　
　
　
　
　
　
推
進
実
行
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
う
ぶ
ん
聞
き
入
れ
円
満
な
人
事
管
理
を
　
　
以
上
わ
た
く
し
の
考
え
方
を
申
し
述

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
こ
と
を
、
今
さ
ら
な
が
ら
深
く
反
省
　
　
助
役
就
任
に
あ
た
り
　
　
　
　
　
　
一
、
職
員
の
融
和
を
は
か
り
、
住
民
へ
行
な
い
、
事
務
能
率
の
同
上
に
努
め
る
べ
た
の
歪
す
が
、
こ
れ
を
実
施
す
る
に

議
長
水
野
八
郎
鋳
籍
強
き
な
熱
州
肋
難
鑛
難
の
雛
雛
く
彙
撫
鎚
繋
雅
票
難
雛
雛
雛

　
　
し
た
。
議
会
議
員
に
当
選
以
来
現
在
ま
る
で
し
ょ
う
が
・
こ
の
際
懸
命
に
勉
強
信
念
を
も
っ
て
あ
た
り
た
い
と
思
い
ま
よ
り
よ
き
人
間
関
係
の
確
立
、
い
い
か
い
に
、
公
僕
と
し
て
の
責
務
を
じ
ゅ
ん
導
こ
協
欝
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
で
、
総
務
委
農
長
・
産
業
委
員
長
・
副
し
て
誠
心
努
力
む
期
待
に
そ
う
覚
悟
で
す
。
四
十
二
年
度
の
村
長
の
施
政
方
針
え
れ
ば
人
と
人
と
の
結
ぴ
つ
き
、
人
の
ぶ
ん
果
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
議
長
・
財
務
委
員
な
ど
勤
め
さ
せ
て
頂
あ
り
ま
す
か
ら
、
ど
う
ぞ
皆
さ
ん
、
O
で
示
さ
れ
て
い
る
産
業
の
振
興
、
住
罠
和
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
舞
が
、
い
つ
識
に
不
勉
馨
慧
な
く
い
諌
ろ
の
翠
蓼
け
雑
の
向
上
、
教
育
鍍
の
菱
、
道
と
く
に
護
の
忠
虜
り
、
村
　
あ
い
さ
つ
収
入
役
笠
原
近

　
　
そ
の
う
え
誠
と
信
じ
た
る
時
は
、
い
か
て
じ
ゅ
う
ぶ
ん
お
引
き
廻
し
く
だ
さ
い
路
の
改
良
整
備
な
ど
、
こ
れ
ら
の
事
業
民
の
関
心
の
的
で
あ
る
役
場
に
お
い
て

　
　
な
る
者
と
も
争
つ
べ
し
と
姶
2
信
念
と
ま
す
よ
う
、
せ
つ
に
お
願
い
申
し
上
げ
施
策
を
着
実
に
実
行
し
て
ゆ
き
た
い
と
庁
内
の
人
間
関
係
が
円
滑
を
欠
く
よ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
し
が
、
は
た
し
て
こ
の
重
大
な
る
任

　
う
ら
ら
か
な
平
和
な
春
と
な
り
ま
し

た
。
皆
さ
ん
、
お
健
や
か
に
お
暮
し
の

こ
と
と
お
喜
び
串
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
た
び
江
南
村
議
会
議
長
を
仰
せ

つ
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
も
と
よ
り
そ
の

器
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
責
任
の
重
大

さ
に
心
を
痛
め
て
お
り
ま
す
。

　
わ
た
く
し
は
幼
い
頃
か
ら
、
人
と
絶

対
争
う
な
、
笑
顔
で
毎
日
を
過
せ
と
父

母
に
教
え
ら
れ
、
そ
れ
を
守
っ
て
き
ま

癖
が
あ
り
ま
し
て
、
議
場
に
お
い
て
時
ま
す
。

助
役
就
任
の
あ
い
さ
つ

茂
木
秋
広

思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
状
態
で
は
各
課
の
横
の
連
絡
も
こ
と

　
と
く
に
、
四
十
一
年
度
よ
り
実
施
さ
欠
き
、
他
の
課
で
は
ど
ん
な
仕
事
を
し

れ
て
い
る
山
王
用
水
土
地
改
良
区
基
盤
て
い
る
か
わ
か
ら
ず
、
住
民
に
対
し
て

整備

事業、

四
士
一
犀
度
実
施
予
定
さ
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
住

れ
て
い
る
農
業
構
造
改
董
學
業
は
、
農
民
サ
ー
ビ
ス
を
最
大
の
目
的
と
す
る
自

今
回
、
本
村
議
会
二
月
定
例
会
に
お
，
業
の
近
代
化
に
よ
る
農
業
所
得
の
増
大
治
行
政
の
面
か
ら
も
、
職
員
の
融
和
が

い
て
助
役
に
選
任
さ
れ
、
三
月
一
日
就
労
働
生
産
性
の
向
上
、
他
産
業
と
の
所
強
く
要
請
さ
れ
る
も
の
で
す
。

任
い
た
し
ま
し
た
。
も
と
よ
り
浅
学
非
得
格
差
の
是
正
な
ど
本
村
農
業
の
使
命
　
　
今
回
、
役
場
の
人
事
体
制
も
確
立
い

才
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
命
を
受
け
を
決
す
る
重
要
な
事
業
な
の
で
、
村
長
た
し
た
の
で
、
今
後
は
各
課
と
の
横
の

た
以
上
は
全
力
を
あ
げ
て
職
務
に
恵
念
と
と
も
に
村
民
の
協
刀
を
得
て
強
力
に
連
絡
を
密
に
し
、
職
員
の
意
見
は
じ
ゅ

今
回
、
は
か
ら
ず
も
収
入
役
に
選
任

の
栄
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
は
、
ま

こ
と
に
感
激
に
堪
え
な
い
次
第
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
浅
学
非
才
の
わ
た

務
に
対
し
、
皆
さ
ん
の
む
期
待
に
そ
い

得
る
や
い
な
や
、
衷
心
恐
れ
る
も
の
で

す
。
し
か
し
、
就
任
い
た
し
ま
し
た
か

ら
に
は
、
誠
心
誠
意
全
力
を
あ
げ
て
努

力
い
た
す
覚
悟
で
す
。

　
ぜ
ひ
と
も
皆
さ
ん
の
絶
大
な
る
O
指

導
と
ひ
援
助
を
賜
わ
り
た
く
、
お
願
い

申し上

げ
て
就
任
の
O
あ
い
さ
つ
と
い
㎜

た
し
ま
す
。
ρ
ー

灘灘難

施
機
継
懸
嚢
、

難
麟
灘
譜
鱗
鑛
糊
朧

　
　
　
　
　
　
　
　
職
員
給
与
の
　
　
第
一
期
四
月
　
　
第
四
期
十
月

　
　
　
　
　
　
　
引
き
上
げ
に
要
　
　
第
二
期
六
月
　
　
第
五
期
十
二
月

㎜
　
　
　
　
　
　
　
す
る
費
用
と
し
　
第
三
期
八
月
　
　
第
六
期
二
月

・
皿
　
　
て
配
分
庭
◎
藝
計
補
正
予
算

”
　
　
　
　
　
交
付
税
と
、
臨

脚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
型
ダ
ン
プ
購
入
費
、
板
井
地
内
基

㎜
　
　
時
特
例
蕎
金
盤
篇
蕩
金
・
暑
襲
工
事
莞

皿
　
　
衆
議
院
慧
負
轟
あ
て
る
た
め
・
百
至
万

一
㎜
　
　
挙
萎
託
金
を
六
千
円
遙
加
し
・
総
額
九
千
九
草

職
　
　
縢
と
し
吾
六
万
九
千
円
と
奮
嚢
．

鐸頃千円遙加し、

費
の
◎
難
羅
機
関
蓮

薩
肇
藝
霧
に
竃
醤
臨
時
ム
瓢
貧
弄
日
）

礪
金
、
強
葬
地
塞
籍
◎
特
別
職
の
職
暴
勤
の
者
の
聾

㎜
塩
。
小
研
．
樋
春
の
池
．
沼
の
確
及
び
嚢
に
関
纂
例
の
護
正

繋
蕩
金
整
に
あ
ξ
も
の
手
採
あ
い
だ
す
’
馨
に
な
っ
て
お

”“
◎
國
民
健
康
保
険
特
別
会
討
補
正
予
算
り
ま
し
た
特
別
職
の
職
員
の
給
与
を
、

㎜
嚢
計
商
雛
男
給
譲
定
草
響
上
げ
た
も
の
で
す
．

㎜
と
、
加
入
者
の
療
養
給
付
費
と
し
て
◎
江
南
村
職
員
定
数
条
例
を
改
正

脚
百
四
十
四
万
四
千
円
を
追
加
、
総
額
二
　
　
村
長
の
事
務
部
局
、
議
会
、
選
挙
管

㎜
千
九
＋
七
万
九
千
累
っ
竃
ず
嚢
・
嚢
糞
馨
奮

㎜
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
の
事
務
局
お
よ
び
教
育
委
昌
会
の
所

皿
◎
簡
易
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算
　
　
　
管
に
属
す
る
学
校
の
職
員
の
定
数
は
、

㎜
　
職
員
の
給
与
改
定
と
水
道
工
事
費
に
村
条
例
で
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

㎜
あ
て
る
も
の
で
、
南
饗
馨
竺
＋
と
に
な
っ
て
奮
ま
す
の
で
、

関
鍛

酬
九
万
円
を
追
加
し
総
額
六
百
四
十
六
万
令
に
も
と
づ
い
て
趣
旨
を
朋
確
に
す
る

㎜
五
千
円
、
北
部
会
計
で
は
十
八
万
円
を
た
め
の
改
正
を
行
な
っ
た
も
の
で
す
。

脚
追
加
し
て
総
額
四
百
十
九
万
四
千
円
と
◎
議
会
委
員
会
条
例
を
改
正
す
る
条
例

の
㎜
な
っ
た
も
の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
◎
議
会
会
議
規
則
の
制
定

咽
◎
助
役
の
選
任
　
　
　
　
　
　
　
　
　
標
準
会
議
基
則
に
そ
っ
た
も
の
で

ぼ．
　
江
南
村
大
字
樋
春
、
茂
木
秋
広
氏
を
　
　
す
。
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統
一
地
方
選
挙

県
議
会
議
員
投
票
日
　
四
月
　
十
五
日

村
議
会
議
員
投
票
日
　
四
月
二
十
八
日

は
そ
の
投
票
区
の
区
域
外
）
で
職
務
ま
と
き
。

た
は
業
務
に
従
事
し
て
い
る
と
き
。
　
　
5
、

蟻
騨
蝶
話
し
あ
．
学
習

難
響
鐸
欝
難
譲
響

ま
す
が
、
選
挙
法
な
ど
に
定
め
ら
れ
て
活
を
望
ん
で
お
り
ま
す
。
そ
れ
は
大
変

い
る
事
項
を
守
り
、
明
る
く
正
し
い
選
む
ず
か
し
い
よ
う
で
す
が
、
よ
く
考
え

挙
が
で
き
ま
す
こ
と
を
お
願
い
い
た
し
て
み
ま
す
と
、
わ
た
く
し
た
ち
の
日
常

穿
．
　
　
　
　
　
生
選
、
い
つ
も
話
し
あ
う
と
い
星

　
ま
た
、
た
い
せ
つ
な
一
票
を
む
だ
に
活
態
度
を
身
に
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て

す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
投
票
当
日
、
　
生
ま
れ
ま
す
。

投
票
所
ま
で
行
け
な
い
か
た
の
た
め
に
　
　
わ
た
く
し
た
ち
の
家
庭
を
み
て
も
、

不
在
者
投
票
の
で
き
る
事
項
を
お
知
ら
家
族
の
人
が
よ
く
話
し
あ
い
、
何
の
わ

る
選
挙
に
お
い
て
も
い
え
る
こ
と
で
す

見
に
く
い
選
挙
が
行
な
わ
れ
て
も
、

た
だ
黙
っ
て
い
る
だ
け
で
は
な
ん
に
も

な
り
ま
せ
ん
。
み
ん
な
で
話
し
あ
っ
た

こ
そ
自
然
と
解
決
で
き
る
と
い
う
も
の

で
す
。

　
そ
こ
で
、
村
で
も
朋
る
く
正
し
い
選

挙
を
お
し
進
め
る
た
め
に
、
各
字
グ
ル

せ
的
な
態
度
で
な
く
、
つ
ね
日
む
ろ
か

ら
政
治
の
あ
り
か
た
に
関
心
を
も
ち
、

侯
補
老
の
人
格
、
政
見
な
ど
を
よ
ぐ
研

究
し
、
だ
れ
に
も
恥
じ
な
い
、
ま
た
自

分
で
悔
い
の
な
い
投
票
を
し
た
い
も
の

で
す
。

◆
こ
の
一
票
が
、
わ
た
く
し
た
ち
の
生

活
に
ど
の
よ
う
な
つ
な
が
り
を
も
つ
か

も
う
一
度
考
え
よ
う
。

、
ヨ
…
ヨ
垂
垂

　
　
　
　
　
　
こ
の
た
び
の
県
議
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
会
議
員
選
挙
は
、
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
選
挙
人
が
、
江
南
村
の
属
す
る
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
議
選
挙
で
す
の
で
、
有
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
秘
密
を
保
障
し
て
い
る
こ
と
を
理
解
朋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
よ
う
。

せ
い
た
し
ま
す
。

　
不
在
者
投
票

1
、
選
挙
人
が
江
南
村
以
外
（
選
挙
に

関
係
の
あ
る
職
務
に
従
事
し
て
い
る
人

「
明
る
く
正
し
い
選
挙
」
を
推
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
社
会
生
活
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
て
も
、
あ
る
い
は
国
の
政
治
に
お
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
も
同
様
で
あ
り
、
政
治
の
も
と
で
あ

だ
か
ま
り
も
な
く
生
活
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
明
る
い
家
庭
が
あ
り
、
生
き
が
い

の
あ
る
生
活
が
築
か
れ
る
の
で
す
。

　
こ
れ
は
わ
た
く
し
た
ち
の
家
庭
ば
か

　
　
道

　
　
水
士
事
．
修
理
は
指
定
業
者
店
に

　
水
道
の
使
用
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
　
今
ま
で
事
業
安
定
ま
で
の
方
法
と
し
て

毎度ご

協
力
賜
わ
り
あ
り
が
と
う
む
ぎ
行
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
建
設
以
来

砂
ま
す
。
ご
利
用
い
た
だ
く
皆
さ
ん
に
年
月
も
た
ち
、
い
ち
お
う
安
定
を
み
ま

ご
迷
惑
の
か
か
ら
ぬ
よ
う
、
き
れ
い
な
し
た
の
で
、
正
常
な
事
業
運
営
に
移
行

豊
冨
な
水
が
給
水
で
き
る
よ
う
、
ま
た
す
る
た
め
こ
の
委
託
に
変
更
い
た
し
ま

停
電
時
に
も
、
内
燃
機
関
の
運
転
に
よ
し
た
。

り
断
水
・
減
水
の
防
止
に
努
力
は
い
た
　
　
今
後
工
事
、
修
理
な
ど
は
下
記
の
指

し
て
お
り
ま
す
が
、
小
規
模
水
道
の
た
定
工
事
店
へ
薗
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ

め
バ
イ
パ
ス
線
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
　
れ
ば
、
書
類
の
作
製
か
ら
工
事
ま
で
、

本管の

故障

が
あ
り
ま
す
と
断
水
し
、
　
い
っ
さ
い
ご
迷
惑
の
な
い
よ
う
処
理
い

O
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
に
な
り
申
た
し
ま
す
か
ら
、
む
安
心
の
う
え
む
利

し
わ
け
あ
り
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
用
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
る
三
月
一
日
よ
り
業
務
の
改
正
に
　
工
事
費
、
修
理
質
な
ど
に
つ
い
て
は

よ
り
、
今
ま
で
村
で
行
な
っ
て
お
り
ま
村
の
規
定
に
よ
り
定
め
た
単
価
で
計
算

し
た
工
事
、
修
理
な
ど
、
い
っ
さ
い
村
い
た
し
ま
す
の
で
、
今
ま
で
と
か
わ
り

の
指
定
す
る
工
嚢
眉
に
委
託
い
た
し
ま
あ
む
ま
せ
ん
。
こ
の
指
定
工
事
店
以
外

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
業
者
に
よ
る
工
事
な
ど
は
い
っ
さ
い

　
こ
の
婁
託
の
制
度
は
、
他
の
市
町
村
認
め
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
一
鳶
に
限

に
お
き
ま
し
て
は
事
業
開
始
の
時
よ
り
り
お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。

行なっ

て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
村
で
は
　
ま
た
、
凛
懐
水
道
課
へ
申
し
込
ま
れ

金
に
ま
ど
わ
さ
れ
な
い
り
っ
ぱ
な
選
挙

民
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
わ
た
く

し
た
ち
は
清
ら
か
な
公
明
選
挙
の
に
な

い
手
で
あ
る
か
ら
、
選
挙
の
公
示
が
あ

っ
て
か
ら
あ
わ
て
て
公
報
を
み
て
人
物

を
き
め
る
と
い
う
よ
う
な
、
ま
に
あ
わ

（明るく正しい選挙の話しあい）

　定時

所
得
状
況
届
と
い
う
の
は
、

老
令
、
障
警
、
母
子
な
ど
福
祉
茎

を
受
け
て
お
ら
れ
る
か
た
、
お
よ
び

受
け
る
権
利
が
あ
っ
て
も
、
本
人
ま

た
は
扶
養
義
務
者
な
ど
の
所
得
制
限

によっ

て
麦
給
を
停
止
さ
れ
て
い
る

かたが、

昭
和
四
士
奪
五
月
か
ら

昭
和
四
士
輩

四
月
ま
で
の
一

年
間
、
麦
給
さ

れ
る
か
ど
う
か

福祉年金

中
の
み
）
、
八
日
・
九
日
の
三
日
間

小
原
郵
便
局
ま
で
係
り
が
出
張
す
る

予
定
で
す
か
ら
、
な
る
べ
く
そ
の
日

に
す
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

仁
釜
額
の
増
額
と

所
得
制
限
額
の
引
き
上
げ

◎
福
柾
年
金
額
（
）
内
は
現
行

老
令
福
祉
年
金
　
一
九
、
二
〇
〇
円

　
　
　
　
　
（
一
八
、
O
O
O
円
）

障
害
福
祉
年
金
三
〇
、
O
O
O
円

　
　
　
　
　
（
二
六
、
四
〇
〇
円
）

母
子
福
祉
年
金
二
四
、
O
O
O
円

　
　
　
　
　
（
二
〇
、
四
〇
〇
円
）

一
年
間
の
支
給
を
ぎ
め
る

定
時
所
得
状
況
届
を

を
決
め
る
た
い
せ
つ
な
届
け
で
す
。
　
昭
和
四
士
一
奪
一
月
分
か
ら
、
み

　
五
月
分
の
年
金
を
取
け
取
っ
た
ら
な
さ
ん
に
麦
給
さ
れ
る
福
祉
年
金
の

必
ら
ず
役
場
の
厚
隼
課
ま
で
年
金
証
額
が
増
額
さ
れ
、
ま
た
、
定
時
所
得

書
（
手
帳
）
と
印
か
ん
を
持
参
し
て
状
況
届
に
必
要
な
所
得
制
限
の
額
が

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
つ
ぎ
の
よ
う
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
予

　
な
お
本
年
は
、
五
月
六
日
（
午
前
定
で
す
。

国
保
運
営
委
員
新
任
さ
れ
る

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
皆

さ
ん
の
代
表
と
し
て
、
本
村
国
民
健
康

保
険
の
発
展
と
福
祉
向
上
の
た
め
、
い

ろ
い
ろ
と
む
尽
力
く
だ
さ
っ
た
運
営
委

員
が
任
期
満
了
と
な
り
、
一
月
一
日
を

も
っ
て
つ
ぎ
の
か
た
が
た
が
、
新
し
い

運
営
委
員
と
し
て
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

今
讐
も
麗
縷
艦
に
璽
る

ご
不
審
、
ご
不
朋
な
ど
が
あ
り
よ
し
た

ら
、
各
字
の
運
営
委
員
に
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

　
　
運
営
委
員
　
（
敬
奮

委
員
長
　
柴
益
次
郎

副
委
員
長
　
　
福
島
芳
．
雄

委
　
員

　
缶
常
一
　
爵
斐

　
塚
田
永
憲
　
　
岡
田
丑
五
郎

　
福
田
秀
治
　
岡
部
鮎
武

　
小
林
忠
一
　
小
林
．
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

持
田
福
太
郎
　
　
中
村
　
丑
三

馬
場
　
幹
一
　
　
飯
島
　
購
治

持
田
　
良
作
　
　
吉
田
　
文
香

水
野
丈
助
　
　
小
川
博
久

た
湯
合
は
、
業
者
の
方
へ
お
取
り
次
ぎ

い
た
し
ま
す
。

　
工
事
等
に
つ
き
お
気
付
き
の
点
は
水

道
課
ま
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
指
定
工
事
店
は
次
の
二
店
で
す
。

　
大
字
柴

　
　
　
加
藤
ポ
ン
プ
店

　
　
　
有
線
　
　
　
三
四
一
五
番

　
大
字
御
正
新
田
大
坂

　
　
　
高
清
産
業
K
K

　
　
　
電
話
（
二
｝
）
三
三
四
七
番

　
　
　
有
線
　
　
　
　
二
九
六
三
番

　
　
農
業
構
造

　
　
　
　
　
改
善
事
業

　
こ
の
事
業
に
つ
い
て
は
前
号
で
も
お

知ら

せ
い
た
し
ま
し
た
が
、
現
在
の
農

業
は
他
産
業
よ
り
立
ち
お
く
れ
て
お
る

の
で
、
他
産
業
な
み
の
水
準
に
近
づ
け

る
た
め
に
農
業
の
機
構
を
改
善
し
、
農

業
所
得
の
伸
長
を
は
か
る
の
が
目
的
で

す
。
　
先
般
各
地
区
に
お
い
て
こ
の
事
業
に

対
す
る
座
談
会
を
開
催
し
、
皆
さ
ん
か

ら
希
望
さ
れ
た
事
業
計
画
を
代
表
者
よ

り
提
出
願
い
、
三
月
二
十
四
日
再
度
に

わ
た
り
構
造
改
善
推
進
委
員
会
を
開
催

し
、
い
ろ
い
ろ
検
討
し
た
結
果
、
今
後

は
村
と
協
議
会
が
中
心
と
な
り
構
造
改

曽
事
業
の
計
圃
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す

つ
い
て
は
早
急
に
協
議
会
を
開
催
し

　
〃
　
植
野
秀
■
．
熊
東
小
へ

　
北
小
よ
り
教
諭
吉
田
政
行

　
市
田
小
よ
り
　
〃
　
　
橋
本
松
枝

尚
賛
田
先
生
は
長
期
研
修
生
と
し

　
て
一
年
間
学
芸
大
学
で
研
修
す
る

ご
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
間
は

　
谷
口
明
広
先
生
が
就
職
さ
れ
ま
す

江
南
北
小
学
校

教
諭
吉
田
政
行
江
南
南
小
へ

円二◎
蟹驚
豊§器

扶
養
義
務
者
（
挟
養
親
族
五
人
の
場

合
）　

　
　
　
約
八
一
〇
、
O
O
O
円

　
　
　
　
（
七
〇
〇
、
Q
O
O
円
）

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
役
場
の

厚
生
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

吼賄
　
，

　
〃
　
　
橋
本
太
希
川
本
爾
小
へ

　
川
本
南
小
よ
り
教
諭
畏
島
つ
る

江
葭
學
校

校
長
村
田
茂
雄
花
園
小
長
へ

教
諭
志
村
智
子
大
原
中
へ

　
助
教
谷
口
明
広
退
職

　
大
里
教
育
事
務
所
指
導
課
長
よ
り

校
長
小
沢
八
郎

　
春
先
か
ら
初
夏
に
か
け
て
、
お
た
ふ

く
か
ぜ
や
は
し
か
に
か
か
る
お
子
さ
ん

が
多
い
よ
う
で
す
。

お
た
ふ
く
か
ぜ
は
、
．
伝
染
痛
で
、
流

行
性
耳
下
せ
ん
炎
の
こ
と
で
す
。
病
源

体
は
一
種
の
ヴ
ィ
ル
ス
だ
そ
う
で
す
。

こ
の
病
気
の
特
徴
は

　
　
　
　
　
　
　
①
耳
の
下
部
が
は

気
　
れ
て
い
た
む
．

　
　
　
農
地
の
売
買
に
注
意

　
　
　
　
　
　
　
　
耕
作
し
な
い
農
地
は
違
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ

　
最
近
、
農
地
を
買
い
受
け
た
か
た
で
う
こ
と
が
付
け
ら
れ
て
お
り
ま
身
－

そ
の
土
地
を
耕
作
せ
ず
、
荒
殖
同
様
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ

す

寧春先多い子どもの病
。　おたふくかぜと、はしか

漁F

②
熱
が
で
る
。

な
ど
の
症
状
構
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

か
か
っ
た
ら
へ
伝

染
病
で
す
か
ら
、
こ

ど
も
が
大
勢
集
ま
る

場
所
に
は
出
さ
な
い

よ
う
に
し
た
い
も
の

で
す
。
菌
が
病
人
の

耳
下
せ
ん
に
ひ
そ
ん

で
い
て
、
つ
ば
き
と

い
っ
し
ょ
に
外
へ
出

る
と
い
わ
れ
て
い
ま

ド
ラ
イ
プ
シ
据
ズ
ン
で
す

田
か
け
る
畿
え
に

必
ず
曇
竃

◎

　
　
　
建
築
工
事
に
は
申
請
を

　
近
O
ろ
産
業
、
文
化
の
発
達
に
と
も
の
合
計
が
百
平
万
層
を
こ
え
る
も
の
。

な
い
、
工
場
、
家
屋
の
新
築
、
改
築
が
2
、
木
造
の
建
物
蚕
二
階
以
上
の
も
の

め
だ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
ま
た
は
延
べ
面
積
が
五
百
平
万
層
を
こ

　次に

か
か
げ
る
工
事
を
さ
れ
る
場
合
え
る
も
の
。

　
は
し
か
も
こ
の
季
節
に
か
か
り
や
す

い
病
気
の
一
つ
だ
そ
う
で
す
。

　
症
状
と
し
て
は
…
：

　
①
バ
ラ
色
や
こ
げ
茶
色
の
よ
う
な
発

し
ん
が
で
き
、
急
に
三
十
八
、
九
度
の

熱
が
で
る
。

　
②
頭
痛
が
し
た
り
、
食
欲
が
な
く
な

っ
た
り
、
ふ
き
げ
ん
に
な
っ
て
、
ぐ
ず

り
出
す
。

　
③
目
が
充
血
し
て
結
膜
炎
を
お
こ
す

こ
と
も
あ
り
、
涙
が
で
て
め
や
に
が
出

る
こ
と
も
あ
る
。

　
④
の
ど
が
赤
く
は
れ
、
せ
き
や
く
し

ゃ
み
、
は
な
じ
る
が
で
る
と
き
も
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

　
こ
ん
な
場
合
は
、
ほ
っ
て
お
か
ず
に

すぐ

お
医
者
さ
ん
に
み
て
も
ら
っ
て
く

だ
さ
い
。

　
は
し
か
そ
の
も
の
は
、
さ
し
て
こ
わ

い
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
肺
炎
な

ど
を
併
発
す
る
こ
と
が
多
く
、
死
亡
す

る
お
そ
れ
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
ま
た
こ
と
し
か
ら
、
は
し
か
の
予
防

接
種
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が

こ
の
注
射
は
勧
奨
接
種
で
す
か
ら
、
役

場
で
は
行
な
い
ま
せ
ん
。
お
医
者
さ
ん

が
行
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
申
し
添
え

ま
す
。

　
以
上
概
略
を
述
べ
ま
し
た
が
、
こ
れ

ら
の
病
気
に
か
ぎ
ら
ず
、
お
か
し
い
と

思
っ
た
ら
、
し
る
つ
と
診
断
は
危
険
で

す
から、

すぐ

お
医
者
さ
ん
に
相
談
す

る
こ
と
が
先
決
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
だ
単
に
投
資
を
目
的
ど
し
む
も
の
て
、
各
地
区
の
実
楠
に
そ
っ
た
謝
画
を

慧
産
し
て
い
る
も
の
が
、
あ
ち
や
、
餅
穿
る
馨
の
な
い
暑
対
翌
し
、
嚢
璽
麺
峯
穆
に
は
、
蘂
欝
霧
奮
嚢
主
3
・
嚢
以
外
の
建
饗
匿
上
の

こ
ち
寛
雰
髭
婁
．
　
し
て
の
売
買
は
、
法
で
か
奪
筥
て
ま
い
り
婁
　
　
　
事
の
聡
諄
奮
段
奮
な
い
も
の
建
は
・
舞
面
蓼
菅
男

農
地
を
農
地
と
し
て
取
得
す
る
場
合
れ
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
農
旭
利
用
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
に
な
傷
て
お
り
ま
す
猫
ら
・
必
ら
泌
を
こ
え
る
も
の
。

そ
れ
箸
薯
、
葎
憲
と
上
竃
、
奪
好
喉
墓
贅
異
動
発
令
さ
れ
る
ず
羅
垂
髭
葵
≦
器
馨
お
よ
叢
り

い
う
こ
と
を
前
提
に
知
事
が
許
可
し
て
は
あ
り
ま
せ
ん
。
　
　
虹
　
㌧
碑
　
　
四
月
一
日
付
を
も
っ
て
、
小
学
校
、
　
1
、
学
校
、
病
院
、
診
療
所
劇
場
、
　
こ
わ
し
蓼
し
よ
う
と
す
る
場
含
・
そ
の

い
る
も
の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
村
の
発
展
に
と
も
な
い
、
今
疏
こ
の
中
単
校
の
先
総
の
異
動
が
あ
り
ま
し
た
映
圃
館
、
演
叢
鶴
、
観
監
蕩
・
公
会
堂
床
面
積
が
十
平
万
層
以
上
で
あ
る
と
き

で
捧
ら
、
蕎
の
葎
と
し
て
、
ホ
濠
簡
奪
葛
こ
老
藝
寿
の
犠
嬰
簑
の
と
奮
篶
、
葛
庸
、
マ
歩
ッ
ト
・
公
（
こ
霧
倉
鐘
笙
奮
を
）

「
覆
馨
匙
鑑
に
つ
い
て
れ
誉
の
で
、
こ
傷
の
嚢
嚢
芋
．
　
　
　
　
輩
、
ホ
完
、
薙
、
藩
、
共
こ
む
の
講
難
築
よ
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
汀
南
閑
小
学
校
　
　
　
　
　
　
　
　
同
住
窺
寄
宿
舎
菱
田
動
嚢
羅
㎎
す
る
場
合
に
は
、
工
事
に
着
手
す
る
前

薔
叢
潜
芝
と
奮
る
」
と
い
露
騨
健
藩
．
デ
教
諭
笛
懇
餐
小
へ
矯
い
る
馨
物
で
、
誌
床
霧
懸
馨
だ
遠

電
話
を
活
用
し
よ
う

正
し
い
使
い
方
が
た

　
こ
の
工
畢
庸
名
、
貼
っ
て
お
い
て
い
耕
作
の
轟
業
を
行
な
わ
な
い
場
合
に
は
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
皆
さ
ん
⑳
一
協
刀

た
だ
く
と
便
利
で
す
。

　
“
走
り
回
ら
ず
ダ
イ
ヤ
ル
回
せ
”

生
活
の
す
べ
て
が
ス
ピ
ー
ド
化
し
、
人

手
不
足
や
交
通
難
と
い
う
こ
の
ご
ろ
で

す
。
電
話
を
百
パ
ー
セ
ン
ト
活
用
し
て

仕
事
の
能
率
を
あ
げ
る
よ
う
に
し
た
い

も
の
で
す
。
と
く
に
こ
の
春
、
晴
れ
て

社
会
人
と
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
み
な
さ

い
せ
つ

う
わ
け
で
す
。

（
二
）
相
手
が
お
話
し
中
の
と
き
は
、

つ
い
イ
ラ
イ
ラ
し
が
ち
に
な
り
ま
す
が

こ
ん
な
時
は
、
な
ん
べ
ん
ダ
イ
ヤ
ル
し

て
も
つ
な
が
ら
な
い
も
の
。
三
分
ぐ
ら

い
待
っ
て
か
ら
か
け
な
お
す
の
が
得
策

（ホ

）
相
手
が
出
た
ら
、
ま
ず
自
分
の

ん
に
と
っ
て
、
電
話
の
使
い
カ
の
よ
し
名
前
（
会
社
名
）
を
伝
え
、
次
に
用
件

あ
し
は
、
毎
日
の
仕
箏
に
大
き
な
影
響
を
話
す
の
が
エ
チ
ケ
ッ
ト
。

を
あ
た
え
、
ひ
い
て
は
職
場
で
の
評
価
　
（
へ
）
な
に
よ
り
も
、
相
手
の
立
場
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
考
え
て
か
け
る
こ
と
。

を
決
め
る
事
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

そ
農
盗
籍
の
晋
い
か
け
◎
籍
の
受
努

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
　
　
　
（
イ
）
ベ
ル
が
な
っ
た
ら
す
ぐ
出
る
こ

方
、
受
け
方
の
イ
ロ
ハ
を
。
．
．
．
．
．
　
　
　
と
。

◎
電
話
の
か
け
方
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ロ
）
受
話
器
を
と
っ
た
ら
、
す
ぐ
会

（イ

）
受
話
器
を
あ
げ
た
ら
、
発
信
音
社
名
や
目
分
の
名
前
を
い
う
こ
と
。
な

を
確
か
め
て
か
ら
ダ
イ
ヤ
ル
す
る
。
　
　
に
か
の
つ
O
う
で
受
話
器
を
と
る
の
が

（
ロ
）
相
手
の
電
話
番
号
は
、
必
ず
メ
遅
れ
た
ら
「
お
待
た
せ
し
ま
し
た
、
○

モ
や
番
号
簿
を
見
て
、
正
確
に
ダ
イ
ヤ
○
で
す
」
と
い
う
こ
と
ば
を
ξ
λ
る
。

ル
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ハ
）
相
手
の
話
を
よ
く
聞
き
、
必
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
と
こ
ろ
ぽ
も
う
一
度
確
認
し
て
、
生

（
ハ
）
電
話
の
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ワ
ー
は
、

午
単時

皐
釜
蓉
ろ
青
嚢
嵜
な
舅
を
長
い
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）
相
手
は
み
え
な
い
の
だ
か
ら
、

送
電
話
で
は
午
後
五
時
す
ぎ
と
い
う
こ
　
こ
と
ば
は
ハ
ヅ
キ
リ
と
て
い
ね
い
に
。

と
で
す
か
ら
、
で
き
る
だ
け
こ
の
時
間
む
ず
か
し
い
こ
と
ば
や
略
語
は
誤
解
を

を
避
け
る
の
が
上
手
な
刹
用
方
法
と
い
招
き
や
す
い
も
の
で
す
。
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